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海外邦人駐在員の健康電話相談に関する分析

―健康電話相談「海外ヘルシーダイヤル」の活動報告―

鴨下 和子 加藤 瑞子 稲村 博

　日本企業等の海外駐在員とその家族の心身の健康問題に関する電話相談において，過去6年，世界55カ国

より2,000件を越える相談事例を集積した。今回，海外邦人駐在員の健康電話相談を分析することにより，

駐在員と家族の心身医療面，生活面，教育面の特徴を報告し，海外駐在生活に及ぼす影響要因や問題点の一

側面を指摘する。さらに，駐在員の不安解消と適応促進，および，健康保持に果たす電話相談の役割につい

て考察する。利用対象者は，当社と契約を結ぶ健康保険組合の被保険者および法人団体の職員とその家族で

ある。

　研究方法として，電話相談カード記録項目の分類（相談者，相談対象者，年令，性別，滞在地域，滞在年

数，相談時間，相談回数等，14項目）と，相談主訴の3分類を試みた。即ち，1．業務報告用分類；2．相談

内容のコード化による分類；3．ICD-10分類である。相談利用者は，20歳代・30歳代が8割，相談対象者は

10歳未満と30歳が各3割を越える。相談項目件数は［婦人科］［小児科］とともに［健康・医療情報］が顕

著である。相談内容に関しては，症状についてが第1位で，［治療］と合わせると約半数近い。

　滞在年数と滞在地域に関し，相談各主訴との関連を調べた。滞在初年度は他年度より相談件数が多く，予

防接種，翻訳，心の問題，医療制度等が有意に高い反面，産婦人科，歯・口腔，検査，治療は低かった。地

域に関しては医療情報を筆頭に相談比率差は殆どみられない項目が多い一方，産婦人科，皮膚科等には地域

性がみられた。中近東地域は固有の相談特徴がみられた。発展途上国と先進国を比較すると，途上国と先進

国では相談の項目に異なった傾向がみられた。
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